平成29年度愛知県サービス管理責任者研修（地域生活（知・精））　　　　　課題２


鈴木一郎さん(26)は、父親（59）、母親（51）、弟（23）と4人暮らしです。市内の特別支援学校を卒業後「あさがおワークス」（就労継続B型事業所）に通っています。母親は昨年乳がんを発症し現在も治療中。乳がんをきっかけに一郎さんの将来を思い、グループホーム利用を考えるようになり、「相談支援事業所すまいる」に相談したところ「グループホームひまわり」で体験利用ができるとのこと。最初は嫌がった一郎さんでしたが、ホームには仲のよいIさんが暮らしていることがわかり翌週から体験利用を始めました。
すると、体験利用は順調に経過し、本人は「ボクはホームで暮らしたいよ」と意思表示するようになりました。しかし、ここへ来て母親が「やっぱりホームで暮らさせることは心配･･･」と不安な心の内を覗かせるようになってきています。
みなさんは、サービス管理責任者として、「サービス担当者会議」に出席します。
出席するにあたり、「事例概要」および「アセスメント表」をもとに、課題の整理を行ってください。　その後、「個別支援計画」を作成します。
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みなさんへの事前課題
1 課題の整理票を使い、鈴木一郎さんの課題を整理してください。
2 完成された課題の整理票は、演習で使用しますので、グループの人数分として
当日８部コピーしてご持参ください。
事例の概要
鈴木　一郎　さん　　
記入者　相談支援センターすまいる　　　　相談支援専門員　　　○○　○○　　　
	事例タイトル
	体験利用を通じての自宅からホームへの地域移行

	相談経過の要約
	特別支援学校を卒業後7年間「あさがおワークス」（就労継続B型事業所）に通所している。母親は、本人が子どもの頃からの親の会活動の中で多くの体験をさせなければと考えてきたが、週末の移動支援を少し利用するくらいでこれまで短期入所など家庭を離れた支援を利用することはなかった。父親は町工場の従業員で子育てには積極的ではないが、家族は円満。寡黙だが本人の将来を少しは案じている様子がうかがえる。
　昨年、乳がん発症を機に母親は本人の将来を真剣に考えるようになった。今後も安心して住み慣れた地域で暮らせるようサービス等利用計画を作成してもらいたいと考え「相談支援事業所すまいる」を訪れた。市内のグループホームはほぼ定員一杯だが「グループホームひまわり」ではたまたま空き部屋があり体験利用してみることとなった。

	年齢・性別・家族構成・家族状況・現在の居住歴
	年齢（26歳）・性別（　男　）　愛知県A市で生まれて以来家族と生活してきた　
家族構成　父（59）、母（51）、弟（23）の4人暮らし

	手帳・区分
	療育手帳Ａ判定　知的障害、てんかん　　　
障害支援区分　３　

	生活歴及び病歴

	〔生活歴〕　A市にて出生、父親は町工場の従業員で仕事中心。母親は専業主婦であったが、知的障害を持った子供たちのために、その就学運動に参加して以来現在まで地域の親の会活動を行っている。本人は、特別支援学校（当時は養護学校）を卒業し、「あさがおワークス」（就労継続B型事業所）に７年通所している。あさがおでの活動では長年、空き缶リサイクルの活動や施設外でのペットボトル減容作業など。作業はゆっくりだが意欲は高い。弟は今年大学を卒業し、自動車部品工場に勤め始めた。母親は昨年、乳がんを発症し日常生活はできているが現在も治療が続いている。疲れやすく体力の衰えを実感している。
てんかんの発作は週に1度程度。軽い意識喪失だけのときと転倒を伴うときがある。
今回、「グループホームひまわり」を体験利用し「あさがおワークス」への通所を練習している最中にてんかん発作による転倒で足首を捻挫した。これまでの体験利用中は本人の表情からも笑顔が多く見られ生活を楽しんでいる様子がうかがえた。体験利用１週間が経過した頃から本人は「ここのホームで暮らしたい」とハッキリ口にするようになっっている。しかし、最初はホーム利用に積極的であった母親だが、本人の捻挫をきっかけにホーム利用に対して不安が募り消極的になっている様子。

	経済状況（毎月）
	障害年金（１級83,000円）補足給付（家賃）（10,000円）、A市扶助料（3,000円）、
工賃（18,000円）

	相談に至る経緯
	本人の地域での暮らしを継続するための方法を考えたい

	望んでいる暮らし
	知っている人たちに囲まれながら生活を継続したい


	本人の状況と最近の様子

	「グループホームひまわり」で生活し「あさがおワークス」で活動する生活を体験した。体験利用中は、慣れない生活から不安になるのではないかとの心配もあったが、暮らしの説明などの声かけに笑顔を見せ、リビングでは食事ができていく様子などを楽しそう眺めている姿が多く見られた。夜は自宅と同じように２１時ころ就寝されていた。また、毎日歩いて５分ほどのバス停から送迎バスに乗って通所することができていた。ホーム利用を前提としてサービス管理責任者の桃井花子さんと世話人は受け入れの準備を進めていたところ、通所中に転倒して捻挫した。段差もないところだったことから一瞬の発作があったのではないかと推測される。
捻挫の完治まで週1回の通院が必要。

	その他
	父親は仕事中心だが、たまの休日には家族4人で日帰り旅行に行くなど寡黙ながら家族を大事に思っている様子。弟も仕事が忙しいが本人と一緒にテレビで野球観戦するなど兄弟仲はわるくない。


アセスメント票
　　　記録：相談支援センターすまいる　　　相談支援専門員　○○○○
	相談日時
	平成２９年７月１日　13時～15時

	氏名等
	鈴木　一郎氏、２６歳、男性、精神発達遅滞、てんかん

	心身の状況
	身長１６５㎝　体重５５kg　
特に麻痺などはないが、ゆっくりした動き。現在は転倒が心配なので歩行時は支援者が付添をしている。

	精神面　　の状況
	中度の知的障害とてんかんがある。ゆっくりだが言葉でのコミュニケーションが可能。情緒的には安定していて興奮するようなことはほとんどない。

	生活の　　自立度
	着替え、食事、排泄、入浴、ハミガキなど自分でできるが見守りは必要。
自発的な活動は少ないため、何もしないでいると夕食後はリビングでうとうとしてしまう。
野球が好きで特に中日ドラゴンズの浅尾投手のファン。シーズン中はよくテレビ中継を観ている。

	気持ちの　自立度
	家庭において、自分でできることも母親がやっていたため受動的である。

	服薬状況
	セレニカR 朝　夕（てんかん）

	経済状況
	＜収入面＞
障害年金（１級 83,000円） 補足給付（家賃10,000円）　
工賃（18,000円）、市扶助料（3，000円）
＜支出面＞
グループホームの費用
家賃30,000円　食費　18,000円　光熱水費　7,000円　日用品費　2,000円
その他　通所時の食費　5,000円　移動支援自己負担　5,000円

	趣　　味
	これまで週末には移動支援でヘルパーと公園を散歩したり、ファミリーレストランへスイーツを食べに行くなどして休日を過ごしていた。

	キーパーソン
	母親が全面的に支援してきた

	家　　族
	家族は円満。父親は寡黙だが家族を大事に思っている。福祉サービスのことはほとんど知らない。兄弟仲もわるくない。弟も福祉サービスについてはあまり関心がない。



事例課題２に取り組むにあたって
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